
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大迫三郎ガバナー公式訪問＝石田年度初例会 

 

■会長の時間―就任挨拶     会長 石田喜克君 

7月 1 日付で高鍋ロ

ータリークラブの名誉

ある第 38 代会長に就

任させて頂きました、

石田喜克です。入会後

10 年で大役をお引き

受けし、身の引き締ま

る思いでいっぱいです。

48名の会員の皆様が、どこかのセクションで行動を起こ

せる環境整備づくりに精進させて頂きます。 

まずは、私自身が率先垂範で行動する事を宣言させて 

頂きます。どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は、新年度第1回目の例会に宮崎日日新聞社・高

鍋支局の野辺忠幸支局長様にお越しいただきまして心よ

り御礼を申し上げます。そして、第2730地区のガバナー

に就任されました大迫三郎ガバナーをお迎えしての公式

訪問でもあります。中部分区の尾﨑敏弘ガバナー補佐も

同行して頂きましました。お二人は、昨日の佐土原 RC

を皮切りに、連日の公式訪問となっております。心より

敬意を表します。 

この後クラブフォーラムを開催させて頂きます。今回

は、職業奉仕について、討論をさせて頂きます。指名の

2 名以外でも結構ですので、会員の皆様の忌憚のないご

意見を賜りたいと考えております。 

就任早々の例会日が大迫三郎ガバナーの公式訪問に重

なりましたが、勝手にプラス思考で解釈しますと、石田

は、最初から気合を入れないと年間 48回の例会をさら～

っとやってしまう恐れがあるので～～と、尾﨑ガバナー

補佐が私の事を考えて頂き、本日に至っているのではな

いかと思います。ありがとうございます。 

本年度のRI会長ロン・バートン氏の提唱する RIテー

マ『ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を』念頭

に、そして、2730地区の基本方針を踏まえて、高鍋ロー

タリークラブの本年度テーマ『みんなで力をあわせて行

動を』を推進させていく所存です。 

岩切幹事、武末会長エレクトと力をあわせて、より一

層のリーダーシップが発揮できるように頑張りますので、

 

  

武 末  喜久治 

 

 

第 1794 回 平成 25 年 7 月 11 日プログラム 

 

 

 

 

 

 

2730地区ガバナー    大迫 三郎 

中部分区ガバナー補佐    尾﨑 敏弘 

第2730地区テーマ 

   『職業奉仕の実践』『感動』 

高鍋ロータリークラブテーマ 

   『みんなで力を合わせて行動を』 

7月の月間テーマ  

   

７．ＢＯＸ披露 

８．各委員会報告 

９．会員卓話 

10．次週例会案内 

11．点   鐘 

 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

  四つにテスト 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 
本日の例会案内   ＊血圧測定 

＊前会長幹事へ記念品贈呈 ＊前年度 100％出席表彰 

＊月初めのセレモニー（誕生祝 4人・結婚記念祝 2人） 

＊例会終了後理事会 

 

 

 

 

次週例会案内；7月 18日（1795回） 

＊会員卓話（職業卓話－石田会長） 

 ＊会員卓話（世界大会報告―藤本君） 

 ＊100万ドル     ＊プログラム委員会 

第 1793 回 例会内容 

 

 

 

 

 

 



皆様のご支援・ご協力を宜しくお願い申し上げます。 

『前へ』～全員で進みましょう！ 

 

■就任挨拶         副会長 武末喜久治君 

この度高鍋ロータリ

ークラブ会長エレクトを

務めさせていただくこと

になり、大変責任の重さ

を感じております。 

石田新会長の方針に従

い、副会長としてクラブ

運営を円滑にするよう精

一杯頑張るつもりです。各委員会と協力し楽しい例会と

なるよう努力したいと思っております。 

会員の皆様のご協力とご指導をよろしくお願いいたし

ます。 

 

■就任挨拶           幹事 岩切 洋君 

今年度幹事を務めま

す岩切です。宜しくお願

い致します。 

今回2回目の幹事で、 

1 回目は 5年前ここにい

らっしゃる尾﨑ガバナー

補佐の会長年度の年に幹

事をさせて頂きました。 

その節には尾﨑ガバナー補佐をはじめ会員の皆様には

大変お世話になり、またご迷惑をお掛け致しました。で

すので、まさか幹事としてこの場に立つことは二度とな

いと思っておりました。 

おそらくご指名頂いた石田会長をはじめ会員の皆様も

2 回目だからロータリーの事を理解してラクだろうな～

と思われているかも知れませんが、とんでもございませ

ん。昨日食べたお昼のおかずも忘れるくらいですから、5

年前の幹事経験など生かせる事は少ないかなと思います。 

新たに一から始めるつもりで石田会長をサポートしな

がら、楽しいクラブ運営の為に頑張って行きたいと思い

ます。また会員の皆様にはご迷惑をお掛けする事が多々

あるかと思いますが、どうぞ ロータリアンの広い心で 

1年間宜しくお願い致します。 

＜文書案内＞ 

＊2013ライラのご案内 

  日時 平成25年10月19日(土)～20日（日） 

  場所 シティーホテル 

＊月信掲載の女性会員写真の件 

＊米山記念奨学会より上期普通寄付金のお願い 

＊西都 RC 7月例会案内 

  7/2クラブ協議会  7/9クラブ協議会 

  7/16夜間例会 7/25夜間例会 7/30会員卓話 

＊佐土原 RC 7月例会案内  

7/3 公式訪問  7/10 就任挨拶 7/17 クラブ協議会 

7/24クラブ協議会  7/31会員卓話 

☆ガバナーアドレス   国際ロータリー第2730地区 

           ガバナー  大迫三郎様 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業奉仕とロータリーの魅力 

人格の形成と豊かな人生のために 

《職業奉仕》＝《職業の発展》＝《社会への奉仕》 

＝《人格の陶冶》 

ロータリーの第一の基本的目的は職業奉仕であり人格の

陶冶である。職業を通じ家族を守り、従業員を守り、下

請や取引先との公正な取引、更に大事なお客様への奉仕、

公平な利益を追究する。これに懸命に尽くすことはロー

タリーの原点であり他の奉仕団体と違うところである。

この目的を共有する人々と多く集い、広いつながりの中

で目的と使命を確認しあい、奉仕の倫理を追究し実践す

るのがロータリーの第一義である。 

職業は人生の幸せを追究する最も崇高な行動であると同

時にロータリーを通じて人間としての成長を遂げるもの

でもある。 

 

《職業奉仕とは》 

職業の目的はさまざまな要素がある。 

○先ずは生活を保持し命をつなぐこと。 

○自分自身のみでなく家族を守ること。 

○世の中（社会）の人の為になること。 

○自分の生きがいを遂行すること。 

○人格の陶冶をなすこと。 

など推論していけば深く広いものがある。 

人が生きる目的の大事な部分は家族を含む人の為、世

の中の為になることである。人の為に生きる事の喜び、

楽しみ、満足感を得る事は人生の至福であろう。 

人の為に生きる手段としての職業も又重要な要素であ

る。自身の人生の目的を実現する手段も職業の尊い価値

である。何れも職業によって奉仕する論理を追究して行

くのがロータリーであり職業を一つの奉仕の機会ととら

えるところにロータリーの価値観がある。職業、事業の

成功は他人に如何に奉仕できたかで決まってくる。事業

は儲けなくてはならない。しかし儲ける事の欲望のみが

先走って、相手に利益と幸福を与え続けない事業は成り

立たないし継続しない。職業（事業）の成功を果たすに

は、先ず最初に他人の（社会の）為になるかどうかを考

え行動しなければならない。ロータリーの職業奉仕は実

直に当然の道理を追究しているのである。他人に奉仕し

ようとする心の持ち方の涵養をひたすら追究しようとし

ているのであり常に自身を捧げる心構えを培っているの

である。しかし人間は、自我の欲望が常に心の中に蠢い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



ている、自我の己れをいかに修養させるかがロータリー

なのである。 

「超我の奉仕」「最もよく奉仕するものは、最も良く報

われる」はロータリーが求める心のありようであり、ロ

ータリーの奉仕理念の原点である。 

職業を他人（社会）に対する奉仕として体得する為に、

事業や専門職に携わる人が集い修練するのがロータリー

である。ロータリーの心を涵養し、実践してこそ職業の

成功があり、儲け又は自身の満足の天与を戴くことにな

る。職業奉仕は単なる理念でなく実践活動である。 

私は自分の行動の規範としてミッション・パッショ

ン・ビジョンを事業又は行動の規範としている。 

「使命」「熱情」「将来展望」をサイクルさせることで

ある。更には職業（事業）を円滑に遂行する為には、地

域社会の安定と国際的安定も重要な条件であり、その為

に尽くす事もロータリーの大事な行動要素である。 

 
■出席報告       出席委員長 野田俊一君 

出席状況          

会  員  数 48名 

出 席 会 員 数 42名 

ホーム出席率 87.50％ 

前々回修正出席率 80.85％ 

 

■ＢＯＸ披露     親睦活動委員長 木浦亨英君 

＜ニコニコ・財団・米山ＢＯＸ＞ 

石田喜克君 大迫ガバナー、 

尾﨑ガバナー補佐をお迎え 

しての公式訪問に心より感 

謝申し上げます。１年間よ 

ろしくお願い致します。 

岩切洋君 大迫ガバナー、尾 

﨑ガバナー補佐、宮日新聞野辺支局長様をお迎えして。 

1年間よろしくお願いします。 

島子勝芳君 大迫ガバナー、尾﨑ガバナー補佐をお迎え 

して。 

向山健一君 大迫ガバナーを迎えて。石田年度を迎えて。 

茂木晃君 大迫ガバナーをお迎えして。 

河原好秋君 石田丸の船出を祈って。 

井上博功君 石田年度のスタートを祝して。大迫ガバナ 

ーをお迎えして。 

木村貞夫君 石田新会長と大迫ガバナーをお迎えして。 

お祝いと感謝を申し上げます。 

桑野倫夫君 石田会長、岩切幹事のスタートを祝し。 

大迫ガバナー、尾﨑ガバナー補佐をお迎えして。 

図師義孝君 大迫ガバナー、尾﨑ガバナー補佐をお迎え 

して。石田・岩切年度の素晴らしい船出を祝して。 

藤本範行君 ガバナーの大迫様をお迎えして。新会長 

石田君、幹事 岩切君宜しくお願いします。 

山口順一君 大迫ガバナー、尾﨑ガバナー補佐をお迎え 

して。石田会長、岩切幹事今日からよろしくお願いし 

ます。 

橋口清和君 大迫ガバナー、ガバナー補佐時代には大変 

お世話になりました。今度はガバナーとしてのご指導 

を宜しくお願い致します。 

木浦亨英君 大迫ガバナー、尾﨑ガバナー補佐をお迎え 

して。石田年度のつつがない船出を祈念いたします。 

親睦委員会一生懸命務めさせていただきます。 

 

  
  ＳＡＡの井上博功君    宮日新聞高鍋支局長の野辺忠幸様 

  

☆クラブフォーラム  ～職業奉仕と私～ 

  
武末喜久治副会長より開会挨拶    尾﨑敏弘ガバナー補佐 

 

 

 

 

   
      木浦亨英君           木村貞夫君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◇職業奉仕と私          福本幸良君 

今回、ガバナー公式訪問の

席で、「職業奉仕と私」のテ

ーマで話させていただく幸せ

を、38代石田会長に御礼申し

上げます。 

さて、ロータリークラブで

は、職業奉仕の理念は1921

年にアーサー・フレデリック・シェルドンが提唱した「最

もよく奉仕する者、最も多く報いられる」というモット

ーで表されております。 

実際、今に至るまでこのモットーが受け継がれている

現実が、職業奉仕の実践の早道と考えます。となると、

奉仕とは何ぞやという話になるわけです。「ロータリー

の目的」の第２項を土台として、１.職業上の高い倫理基

準２.役立つ仕事はすべて価値あるものという認識３.社

会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔

なものとすること、これを奨励し育むことを求め、職業

奉仕の実践の方法として、会員自身の職業の卓話、地域

社会での奉仕プロジェクトへの参加と職業スキルの実践、

高潔な精神での仕事への取り組み、模範を示す倫理的な

行動での周囲への啓蒙、若者のキャリア目標への支援、

専門能力の開発の奨励・指導があげられています。これ

を実践すれば、「職業奉仕しております」と力強く言え

る訳ですけど、これがなかなかむずかし訳です。私を含

め、ほとんどの人が何のために今の仕事をしているのか

問われた時、 生活する為に儲けると答えるはずです。 

しかし、ここにおられる何名かの方は自分の仕事が他

人の役に立つからと答えていただけると確信しておりま

す。人々へのお役立ちがある限り、職業奉仕の実践です。 

 ただ、私の場合、もちろんお客様のお役に立っている

部分もありますが、高い倫理基準とか、高潔な精神での

仕事への取り組みと言う文言をみてしまうと、なかなか

「職業奉仕を実践しています。」とは言えなくなってし

まいます。とは言え、脱サラして２０年、何とか仕事を

通じて家族が生活できてきたことを思うと、そこそこ職

業奉仕を実践してきたのかなと思うときもあります。 

次に、社会奉仕活動について一言、日本人は意外と不

向きな部分ですが、職業奉仕で得られた金銭的利益をお

世話になった社会に還元すると思えば、「めあがり」と

言われようとも、自己満足であろうとも、行為の結果が

伴えば素晴らしい事だと思っております。結局、社会奉

仕活動も、ある意味では職業奉仕ではないでしょうか。 

 2週間前、池田ガバナー補佐が来られた時、職種の件

で質問させていただきました。パチンコ屋さんはなぜロ

ータリーに入れないか、それは博打だから、じゃあ、ト

レーダーはどうなんでしょうか。結局、職種うんぬんよ

りも、個人の資質の問題ではないでしょうか。ロータリ

ーと相対するライオンズクラブにもすばらしい人間はい

っぱいいらっしゃる。この高鍋ロータリークラブはその

資質の高い人が沢山いらっしゃる。私も入会した当初、

職業奉仕に悩み、先輩方から色々ご教授を頂きました。 

その資質の高い方々がロータリーと出会い、更なる高

みへのぼられたと考えております。  結局は人なので

すね。ロータリアンの方で、どんな世間体のいい職種

についておられても、人間としての資質のない方はエ

セロータリアンではないでしょうか。そして、職業奉

仕を盾に、奉仕を実践しない方もエセロータリアンだ

と思っております。 けれども、世間的にはロータリア

ンなのです。 

だからこそ何十年も仕事をがんばってこられ、何十年

もロータリアンを続けておられる先輩たちに、もう一分

張り願って、私たちに本当のロータリーのよさを教えて

いただきたいと思っております。私も入会して十数年経

ちました。人の出入りもありました。いまだに会費はき

つい。でも、ここでしかお会いできない方々も沢山おら

れます。こんな私でも、毎週一回お話をさせていただい

て、ロータリーが1週間のリズムになってきました。 

今年、職業奉仕委員長をさせていただきます。活動方

針のなかに、地域社会に求められる職業奉仕活動を実践

できるロータリアンを勉強・育成すると謳いました。諸

先輩方、どうぞこの児湯地区で生きる我々に、一念発起

していただきご教授を御願いして私の卓話と致します。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

＜メンバー紹介＞ 

石田喜克君 

１．職業    生命・損害保険代理業 

２．家族    妻と2人暮らし。子供 3人は別居 

３．趣味    家庭菜園  土いじり 

４．座右の銘  “前へ” 

５．メッセージ 時間は平等だが？2014年6月末が早く 

来ないかなあ？ 死ぬまで生きる。 

 

藤本範行君 

１．職業    整体師『藤本ぽかぽか整体院』 

開院４年目 

２．家族    妻と長男・長女・次女（子供 3人）で 

すが、娘 2人は30代、まだ未婚です。 

３．趣味    バレーボール、書道、旅 

４．座右の銘  『努力を忘れて、努力すべし』 

（寺田虎彦のことば） 

５．メッセージ 人の為に努力して、喜んで戴けたら 

最高に嬉しいです。 

    年を重ねる度に、その年を楽しんで生きていく。 

    感動の人生は年齢に関係なし！ 

 

＜情報の広場＞ 

  このコーナーでは、皆様の親睦に役立つ情報を常に 

  募集しています。 

＜クラブ会報委員会より＞ 

ガバナー公式訪問で幕を開けた新年度第１回例会、 

お疲れ様でした。ガンバリズムでやろうと思っていま 

す。皆様、御意見・御指導の程よろしくお願いします。 

 
 

 

 

 

 


